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学部、学科における⼈材の養成に関する⽬的その他の教育研究上の⽬的 

 
《リベラルアーツ学部》 

社会の急速な変化に対応できる広い視野、判断力を有し、企画力、実践力、 

推進力のある総合的、学際的教養を身につけた人材の育成を目指す。 

 リベラルアーツ学科 

社会の急速な変化に対応できる広い視野、判断力を有し、企画力、実践力、 

推進力のある総合的、学際的教養を身につけた人材の育成を目指す。 

 

《総合心理学部》 

多様化、複雑化が進み、様々な問題や課題が山積する現代社会において、本学で

身に着けた豊かな教養を基盤に、心理学の知識、技能を理論的かつ実践的に展開

する能力を習得するとともに、これらを生かし社会の多様な分野で活躍可能な

人材を養成する。 

総合心理学科 

本学で習得した豊かな教養と心理学の知識・技能を活かして心と体の健康を総

合的に理解し、臨床心理学、行動科学、健康発達科学の各分野を中心に幅広く

地域・社会・産業に貢献できる人材を養成する。 

 

《食環境学部》 

「食」と「栄養」に関する幅広い知識と「食」の課題に取り組む社会人基礎力を

有し、「食」「栄養」と「健康」との関連を理解した上で人々の生活の質と地域社

会の発展に寄与する実践力を持つ専門家を養成する。 

食イノベーション学科 

「食」に係る事業において、「食の安全・安心」「食品ロス」「食育」等の「食」

の課題を、デジタルトランスフォーメーションを推進しながら解決できる人材

を養成する。 

管理栄養学科 

病院で医療チームの一員として傷病者の健康管理を行うとともに、専門的な知

識を生かし企業や事業所において栄養ケアや健康管理を行う管理栄養士を養

成する。また生命科学的な視点から栄養・食生活と健康に関する課題に取組み、

創造的に解決できる人材を養成する。 



《人間科学部》 

情報化社会における人間行動の科学的な解明を目指し、各学科の専門分野の 

知識・技能とともに関連する分野を幅広く学び、現代社会における実践的能力を

備えた人材を目指す。 

情報メディア学科 

情報・メディアの特質を理解し、情報・メディアの様々な活用法を研究する 

ことを通して、新しい社会のしくみを創造していく人材を養成する。 

心理学科 

心理学の知識と技能を理論的、体験的に修得するとともに、健康科学領域に 

関する知識も修得し、地域と社会に貢献できる専門家となる人材を養成する。 

食物栄養学科 

「食」、「栄養」に関する高度な専門的知識を有し、総合的なマネジメント力 

を身につけた「食」に関する専門職業人を養成する。 


